コンピュータの評価について
　重みづけによる比較を行うためには，各項目を数値で表す必要がある。そのためには，以下のような工夫をするとよい。この評価項目はサンプルであるから，目的や状況に応じて評価項目を増減してもよい。コンピュータの価格なども，実際に購入を考える際には重要な評価項目になる。
1． デザインについて

数値では表せない感性が支配する領域であるため，個人の主観に従って点数をつける。
一番好きなものは最高点，嫌いなものは最低点，その他は中間の点数にするとよい。長く使うものなので，シンプルで飽きのこないものがよいが，色や細部にこだわりを持つことは自由である。

2． 処理速度について

コンピュータの処理速度は，CPU，メモリ，ハードディスク，画像処理プロセッサなどで決まる。それぞれ数値が大きい方が良い。最も売れている機種を規準として，次のような式を用いると客観的比較ができる。
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なお，画像処理プロセッサは，専用のものがついていれば画像表示が速くなるので評価を高くする。

注意：CPUで動作周波数の割に処理が速いものは性能を1.5倍するなどの調製が必要。

　　　メモリは規格が新しいほど速い。DDR＜DDR2<DDR3<将来の規格

3． 画面について

解像度と画面のサイズが目安になる。解像度は，1024×768のように表される。これは，表示できる縦×横の点の数である。画面のサイズは対角線の長さをインチであらわす。解像度が高いと表示できる情報量は大きくなるが，その際に画面が小さいと字が細かくなる。客観的比較をするのであれば，最も売れている機種を規準として次のような式を用いるとよい。
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4． 機能について

テレビチューナーやメモリカードの接続など多彩な機能がある。機能をリストアップして表形式にして○をつけて，○の数から点数をつけるとよい。最も売れている機種を規準として次のような式を用いるとよい。
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5． 持ち運びについて

小さくて軽い方が持ち運びしやすい。サイズは体積で，重さは質量で判断すればよい。その際にACアダプタの体積と質量も加えるようにする。最も売れている機種を規準として次のような式を用いるとよい。
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6． 電池の持続時間について

持続時間が長い方がよいが，充電時間も長いと使い勝手が悪い。次のような式を用いると，使い勝手を考慮した電池持続時間を客観的に比較することができる。
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· 重みづけについて

重みづけについては使用用途を考慮して行うとよい。

外で使う機会が多ければ，「持ち運び」と「電池の持続時間」の点数を高くする。

家庭で使うのであれば，「機能」の点数を高くする。

画像処理やゲームが主な用途であれば「処理速度」と「画面」を高くする。

などが考えられる。
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